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機
能
を
つ
く
り
分
け
る

原
料
で
あ
る
鉄
鉱
石
と
、
石
炭
を
蒸
し
焼
き
に
し

た
コ
ー
ク
ス
を
高
炉
に
入
れ
、
高
温
の
熱
風
を
吹
き

込
ん
で
鉄
分
を
取
り
出
し
ま
す
。
溶
け
た
鉄（
銑
鉄
）

は
炭
素
や
不
純
物
を
多
く
含
ん
で
い
る
た
め
、
こ
の

ま
ま
で
は
用
途
に
応
じ
た
強
度
と
加
工
性
を
兼
ね
備

え
た
棒
線
の
鋼
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
銑
鉄
を
転

炉
に
移
し
て
不
純
物
を
取
り
除
き
、
炭
素
量
や
合
金

成
分
を
調
整
し
て
最
適
な
鋼
を
つ
く
り
、
多
種
多
様

な
棒
線
製
品
の
機
能
を
つ
く
り
分
け
て
い
ま
す
。（
←
）

新日鉄住金は室蘭・釜石・君津・和歌山・八幡の5製鉄所で、SteeLinC®の
ハイエンドな棒線製品群を製造しています。鉄鉱石から棒線製品ができるまでの
ものづくりの現場を紹介します。

高品質な棒線製品を
安定供給

銑鉄をつくるダイナミックな高炉の操業現場は最先端技術で管理されている。

ものづくりの現場探訪
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品
質
を
つ
く
り
込
む

製
鋼
工
程
で
つ
く
ら
れ
た
鋼
は
、
連
続
鋳
造
機
で
固
め
ら
れ
ブ

ル
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
鋳
片
に
な
り
、
そ
の
ブ
ル
ー
ム
が
分
塊
圧
延

さ
れ
て
ビ
レ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
細
長
い
鋼
片
に
な
り
ま
す
。
一
部

の
太
い
径
の
棒
鋼
は
ブ
ル
ー
ム
か
ら
製
造
さ
れ
、
そ
の
他
の
棒
鋼

や
線
材
は
ビ
レ
ッ
ト
を
加
熱
し
圧
延
す
る
こ
と
で
製
造
さ
れ
ま
す
。

棒
鋼
は
直
径
19
～
4
0
0
ミ
リ
・
製
品
長
さ
3
・
5
～
6
・
0
メ
ー

ト
ル
ま
で
、
線
材
は
直
径
3
・
6
～
60
ミ
リ
ま
で
製
造
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
約
2
ト
ン
の
ビ
レ
ッ
ト
1
本
か
ら
出
来
る
棒
鋼
の
本
数
は
、

直
径
が
細
い
も
の
だ
と
最
大
2
0
0
本
程
度
と
な
り
、
直
径
が
細

い
線
材
は
製
品
全
長
1
万
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ま
す
。

棒
線
製
品
は
、
厳
格
な
品
質
管
理
の
も
と
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

万
一
不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
、
棒
鋼
1
ロ
ッ
ト
・
線
材
1
コ
イ
ル

単
位
で
圧
延
工
程
は
も
と
よ
り
、
製
鋼
工
程
に
至
る
ま
で
製
造
履

歴
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
鋼
片
や
製
品
の
検

査
結
果
を
デ
ー
タ
化
し
て
各
工
程
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
改
善
に
つ
な
げ
、
品
質
を
つ
く
り
こ
ん
で
い
ま
す
。　
　
　（
→
）

安
定
輸
送
で
送
り
届
け
る

輸
送
面
で
は
パ
レ
ッ
ト
単
位
で
直
接
積
み
込
み
や

積
み
降
ろ
し
を
行
う
棒
鋼
・
線
材
用
小
型
R
O
R
O

船
を
導
入
し
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
回
数
を
減
ら
し
て
物

流
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
屋
根
の
付
い

た
港
湾
設
備
で
あ
る
全
天
候
バ
ー
ス
を
導
入
し
、
天

候
に
左
右
さ
れ
な
い
輸
送
で
安
定
し
た
デ
リ
バ
リ
ー

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

鋼片をどう加熱するかでも品質が
左右されるため、現場のわずかな
変化も見逃さない。

線材コイルの解体検査。万一キズが見つかっ
たとき、どの工程に起因しているのか、製造
履歴をたどり、品質の改善につなげている。

キャリアパレットカーと呼ばれる特殊車両は95トンも
の鋼材を一度に輸送船へ運べる。

全天候バース

RORO（Roll-on/Roll-off）船
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